
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 撮像素子を有する複数のスコープと、
　前記複数のスコープがそれぞれ接続されるとともに、前記スコープから送られてくる画
像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサと、
　前記複数のプロセッサと接続されるとともに、前記複数のプロセッサのうちいずれか１
つのプロセッサから出力される前記映像信号を選択的に出力する切替装置と、
　前記切替装置に接続され、前記切替装置から出力される前記映像信号の映像を表示する
表示装置と、
　前記切替装置に接続され、前記複数のプロセッサのうち前記切替装置によって選択され
たプロセッサを操作する入力装置と、
　前記選択されたプロセッサを視覚的に報知する選択プロセッサ報知手段とを備え
　

　

ことを特徴とする電
子内視システム。
【請求項２】
　前記入力装置が前記選択されたプロセッサを示すための選択プロセッサ表示デバイスを
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、
前記切替装置が、前記切替装置に接続されている前記複数のプロセッサそれぞれの種類

を登録するための機種登録スイッチを有し、
前記選択プロセッサ報知手段が、前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるス

イッチ信号と前記複数のプロセッサのうち前記切替装置によって選択されたプロセッサを
表す選択信号に基づき、前記選択されたプロセッサの種類を報知する



有し、
　前記選択プロセッサ報知手段が、前記選択されたプロセッサを前記プロセッサ表示デバ
イスにおいて報知することを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡 。
【請求項３】
　前記選択プロセッサ報知手段が、前記選択されたプロセッサを表すプロセッサ情報を前
記表示装置に表示することを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
　前記選択プロセッサ表示デバイスが前記複数のプロセッサの数だけある複数の発光表示
器を有し、
　前記選択プロセッサ報知手段が、前記複数の発光表示器のうち前記選択されたプロセッ
サに応じた発光表示器を点灯することにより、前記選択されたプロセッサを報知すること
を特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項５】
　前記選択プロセッサ表示デバイスが液晶デバイスであって、
　前記選択プロセッサ報知手段が、前記選択されたプロセッサを表すプロセッサ情報を前
記液晶デバイスに表示することを特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】
　前記切替装置がスーパーインポーズ回路を有し、
　前記選択プロセッサ報知手段が、前記映像信号に対して前記プロセッサ情報に応じたキ
ャラクタ信号をスーパーインポーズさせることを特徴とする請求項３に記載の電子内視鏡
システム。
【請求項７】
　前記複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、前記複数のス
コープが、前記第１のプロセッサと接続する第１のスコープと前記第２のプロセッサと接
続する第２のスコープとからなり、
　撮像方式に関して、前記第１および第２のプロセッサのうちどちらか一方のプロセッサ
が面順次方式であり、他方のプロセッサが同時単板式であることを特徴とする請求項１に
記載の電子内視鏡システム。
【請求項８】
　撮像素子を有する複数のスコープと、
　前記複数のスコープがそれぞれ接続されるとともに、前記スコープから送られてくる画
像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサと、
　前記複数のプロセッサと接続されるとともに、前記複数のプロセッサのうちいずれか１
つのプロセッサから出力される前記映像信号を選択的に出力する切替装置と、
　前記切替装置に接続され、前記切替装置から出力される前記映像信号の映像を表示する
表示装置と、
　前記切替装置に接続され、前記複数のプロセッサのうち前記切替装置によって選択され
たプロセッサを操作する入力装置と、前記選択されたプロセッサを視覚的に報知する選択
プロセッサ報知手段とを備え、
　前記複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、前記複数のス
コープが、前記第１のプロセッサと接続する第１のスコープと前記第２のプロセッサと接
続する第２のスコープとからなり、撮像方式に関して、前記第１および第２のプロセッサ
のうちどちらか一方のプロセッサが面順次方式であり、他方のプロセッサが同時単板式で
あり、
　前記切替装置が、前記切替装置に接続されている前記第１および第２のプロセッサそれ
ぞれの種類を登録するための機種登録スイッチを有し、前記選択プロセッサ報知手段が、
前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるスイッチ信号と前記第１および第２の
プロセッサのうち前記切替装置によって選択されたプロセッサを表す選択信号に基づき、
前記選択されたプロセッサの種類を報知することを特徴とする 。
【請求項９】
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システム

電子内視鏡システム



　撮像素子を有する複数のスコープがそれぞれ接続される複数のプロセッサであって、前
記スコープから送られてくる画像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサが
接続されるとともに、
　前記映像信号に応じた映像を表示する表示装置と前記複数のプロセッサを操作する入力
装置とが接続され、
　前記複数のプロセッサのうちいずれか１つのプロセッサから出力される前記映像信号を
選択的に前記表示装置へ出力する切替手段と、
　前記入力装置において生じる入力信号を、前記複数のプロセッサのうち前記切替手段に
よって選択されたプロセッサへ送る入力プロセッサ選択手段と、
　前記選択されたプロセッサ を表すプロセッサ情報を前記表示装置に表示する選択
プロセッサ報知手段と
　

　前記

ことを特徴とする電子内視鏡システムの切替装置。
【請求項１０】
　撮像素子を有する複数のスコープがそれぞれ接続される複数のプロセッサであって、前
記スコープから送られてくる画像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサが
接続されるとともに、
　前記映像信号に応じた映像を表示する表示装置と前記複数のプロセッサを操作する入力
装置とが接続され、
　前記複数のプロセッサのうちいずれか１つのプロセッサから出力される前記映像信号を
選択的に前記表示装置へ出力する切替手段と、
　前記入力装置において生じる入力信号を、前記複数のプロセッサのうち前記切替手段に
よって選択されたプロセッサへ送る入力プロセッサ選択手段と、
　前記選択されたプロセッサを報知する選択プロセッサ報知手段と
　

を備え、
　前記入力装置が、前記選択されたプロセッサ を報知することが可能な選択プロセ
ッサ表示デバイスを有しており、
　前記選択プロセッサ報知手段が、

ことを特徴とする電子内視鏡システムの切替装置。
【請求項１１】
　撮像素子を有する複数のスコープがそれぞれ接続される複数のプロセッサであって、前
記スコープから送られてくる画像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサが
接続されるとともに、
　前記映像信号に応じた映像を表示する表示装置と前記複数のプロセッサを操作する入力
装置とが接続され、
　前記複数のプロセッサのうちいずれか１つのプロセッサから出力される前記映像信号を
選択的に前記表示装置へ出力する切替手段と、
　前記入力装置において生じる入力信号を、前記複数のプロセッサのうち前記切替手段に
よって選択されたプロセッサへ送る入力プロセッサ選択手段と、
　前記選択されたプロセッサを表すプロセッサ情報を前記表示装置に表示する選択プロセ
ッサ報知手段とを備え、
　前記複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、前記複数のス
コープが、前記第１のプロセッサと接続する第１のスコープと前記第２のプロセッサと接
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の種類
、

接続されている前記複数のプロセッサそれぞれの種類を登録するための機種登録スイッ
チとを備え、

選択プロセッサ報知手段が、前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるス
イッチ信号と前記複数のプロセッサのうち前記切替装置によって選択されたプロセッサを
表す選択信号に基づき、前記選択されたプロセッサの種類をプロセッサ情報として前記表
示装置に表示させる

、
接続されている前記複数のプロセッサそれぞれの種類を登録するための機種登録スイッ

チと
の種類

前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるス
イッチ信号と前記複数のプロセッサのうち前記切替装置によって選択されたプロセッサを
表す選択信号に基づき、前記プロセッサ表示デバイスにおいて前記選択されたプロセッサ
の種類を報知させる



続する第２のスコープとからなり、撮像方式に関して、前記第１および第２のプロセッサ
のうちどちらか一方のプロセッサが面順次方式であり、他方のプロセッサが同時単板式で
あり、
　接続されている前記第１および第２のプロセッサそれぞれの種類を登録するための機種
登録スイッチを備え、
　前記選択プロセッサ報知手段が、前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるス
イッチ信号と前記第１および第２のプロセッサのうち前記切替装置によって選択されたプ
ロセッサを表す選択信号に基づき、前記選択されたプロセッサの種類をプロセッサ情報と
して表示装置に表示させることを特徴とする電子内視鏡システムの切替装置。
【請求項１２】
　撮像素子を有する複数のスコープがそれぞれ接続される複数のプロセッサであって、前
記スコープから送られてくる画像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサが
接続されるとともに、
　前記映像信号に応じた映像を表示する表示装置と前記複数のプロセッサを操作する入力
装置とが接続され、
　前記複数のプロセッサのうちいずれか１つのプロセッサから出力される前記映像信号を
選択的に前記表示装置へ出力する切替手段と、
　前記入力装置において生じる入力信号を、前記複数のプロセッサのうち前記切替手段に
よって選択されたプロセッサへ送る入力プロセッサ選択手段と、
　前記選択されたプロセッサを報知する選択プロセッサ報知手段とを備え、
　前記入力装置が、前記選択されたプロセッサの種類を報知することが可能な選択プロセ
ッサ表示デバイスを有しており、
　前記複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、前記複数のス
コープが、前記第１のプロセッサと接続する第１のスコープと前記第２のプロセッサと接
続する第２のスコープとからなり、撮像方式に関して、前記第１および第２のプロセッサ
のうちどちらか一方のプロセッサが面順次方式であり、他方のプロセッサが同時単板式で
あり、
　接続されている前記第１および第２のプロセッサそれぞれの種類を登録するための機種
登録スイッチを備え、
　前記選択プロセッサ報知手段が、前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるス
イッチ信号と前記第１および第２のプロセッサのうち前記切替装置によって選択されたプ
ロセッサを表す選択信号に基づき、前記選択プロセッサ表示デバイスにおいて前記選択さ
れたプロセッサの種類を報知させることを特徴とする電子内視鏡システムの切替装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、人体の臓器内などに挿入されるスコープと、撮像画像を表示するためのＴＶ用
モニタが接続されたプロセッサとを備えた電子内視鏡装置に関し、特に、複数のプロセッ
サを装備する電子内視鏡システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
電子内視鏡装置のスコープには、ＣＣＤ等の撮像素子と、光源からの光をスコープ先端へ
導くライトガイドとが設けられており、スコープが体腔内に挿入されると、スコープ先端
から出射する光が反射することによって被写体像が撮像素子に形成される。そして、撮像
素子の受光面では、光電変換により被写体像に応じた画像信号が発生し、プロセッサへ送
られる。プロセッサへ送られた画像信号は、ＮＴＳＣ信号などの映像信号（ビデオ信号）
に変換され、モニタ等の表示装置へ出力される。これにより、医師等のオペレータが、撮
像画像をモニタ上で観察することができる。プロセッサには、モニタのほかにも、撮像画
像をフィルムや磁気性記憶媒体などに記録するための画像記録装置、撮像画像を印刷する
ためのプリンタ、モニタに患者情報を入力するためのキーボードなど様々な装置が適宜接

10

20

30

40

50

(4) JP 3898875 B2 2007.3.28



続されている。
【０００３】
スコープは、観察する部位によってタイプ（径の大きさなど）が異なるため、気管支や大
腸など複数の部位を一度に観察する場合には、スコープをその都度取り替える必要がある
。また、集団検診において電子内視鏡装置を使用する場合、同一のスコープを複数の人に
使用することができないため、一人診断が終了する度にスコープを取り替える必要がある
。そこで、従来では、複数のプロセッサを備える電子内視鏡システムが適用されており、
使用するスコープを適宜プロセッサに接続して診断する。これにより、様々な部位を観察
することができるとともに、多くの患者を診断することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、複数のプロセッサを使用する場合、それに合わせて、プロセッサに接続さ
れるモニタ、画像記録装置、キーボードなどの周辺装置の数も増加する。そのため、診断
等を行うために多大な装備が必要とされ、経済的にコストがかかる。また、そのシステム
をセッティングするのに広いスペースが必要であるとともに、セッティングに手間がかか
ることによって診断効率が低下する。さらに、電子内視鏡システムの構成の複雑化に伴い
、キーボードなどのプロセッサに接続される周辺機器に対する操作も煩雑となり、オペレ
ータは、プロセッサ毎に異なる場合が多い周辺機器の操作を適切に行うことができなくな
る恐れがある。
【０００５】
そこで本発明は、スペースの効率および作業効率が上がるとともに、プロセッサに接続さ
れる周辺機器に対して適切な操作を行うことが出きる電子内視鏡システムを提供すること
を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の電子内視鏡システムは、撮像素子を有する複数のスコープと、複数のスコープが
それぞれ接続されるとともに、スコープから送られてくる画像信号に基づいて映像信号を
出力する複数のプロセッサと、複数のプロセッサと接続されるとともに、複数のプロセッ
サのうちいずれか１つのプロセッサから出力される映像信号を選択的に出力する切替装置
と、切替装置に接続され、切替装置から出力される映像信号の映像を表示する表示装置と
、切替装置に接続され、複数のプロセッサのうち切替装置によって選択されたプロセッサ
を操作する入力装置と、選択されたプロセッサを報知する選択プロセッサ報知手段とを備
えたことを特徴とする。このような切替装置を設けることにより、複数のスコープおよび
プロセッサを使用する検査においても、経済的に低コストな内視鏡システムを装備するこ
とが可能となり、また、診断効率が上がる。さらに、選択プロセッサ報知手段において選
択されているプロセッサがオペレータに対して示されるため、オペレータは、現在使用し
ているプロセッサを確認できるとともに、今現在使用されているプロセッサに応じた入力
操作を行うことができる。
【０００７】
好ましくは、複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、複数の
スコープが、第１のプロセッサと接続する第１のスコープと第２のプロセッサと接続する
第２のスコープとからなる。そして、カラー撮像方式に関しては、好ましくは、第１およ
び第２のプロセッサのうちどちらか一方のプロセッサが面順次方式であり、他方のプロセ
ッサが同時単板式である。通常、撮像方式の違いによってプロセッサのシステムが異なり
、入力装置に対する操作方法も撮像方式によって異なる。そして、オペレータは、入力装
置を操作する時に選択されたプロセッサを確認することができ、選択されたプロセッサに
対応した入力操作を行うことができる。
【０００８】
また、同時単板式および面順次方式のプロセッサそれぞれの中でも様々な種類のプロセッ
サが存在し、種類によって多少入力装置に対する操作が異なる。そこで、切替装置は、切
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替装置に接続されている第１および第２のプロセッサそれぞれの種類を登録するための機
種登録スイッチを有していることが望ましい。これにより、２つのプロセッサのうち選択
されたプロセッサの種類が、オペレータに知らされる。そして、好ましくは、選択プロセ
ッサ報知手段は、機種登録スイッチに対する操作に従って生じるスイッチ信号と第１およ
び第２のプロセッサのうち切替装置によって選択されたプロセッサを表す選択信号に基づ
き、切替装置に接続されているプロセッサのうち選択されたプロセッサの種類を知らしめ
る。
【０００９】
入力装置は、選択されたプロセッサを報知するための選択プロセッサ表示デバイスを有す
ることが望ましく、この場合、選択プロセッサ報知手段は、選択されたプロセッサをプロ
セッサ表示デバイスにおいて報知することが望ましい。これにより、オペレータは、入力
装置を操作しながら選択されているプロセッサを確認することができる。選択プロセッサ
表示デバイスは、例えば、複数のプロセッサの数だけある複数の発光表示器であり、選択
プロセッサ報知手段は、複数の発光表示器のうち選択されたプロセッサに応じた発光表示
器を点灯することにより、選択されたプロセッサを報知する。あるいは、選択プロセッサ
表示デバイスは、例えば、液晶デバイスであって、選択プロセッサ報知手段は、選択され
たプロセッサを表すプロセッサ情報を液晶デバイスに表示する。
【００１０】
あるいは、選択プロセッサ報知手段は、選択されたプロセッサを表すプロセッサ情報を表
示装置に表示してもよい。この場合、切替装置がスーパーインポーズ回路を有しているこ
とが望ましく、選択プロセッサ報知手段が、映像信号に対してプロセッサ情報に応じたキ
ャラクタ信号をスーパーインポーズさせる。これにより、プロセッサ情報が表示装置に表
示される。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下では、図面を参照して、本発明に係る電子内視鏡システムについて説明する。
【００１２】
図１は電子内視鏡システムの第１実施形態を示すブロック図である。
【００１３】
図１に示す電子内視鏡システムには、第１プロセッサ４０および第２プロセッサ６０とい
う２台のプロセッサが備えられており、第１および第２プロセッサ４０、６０には、それ
ぞれ第１スコープ３０および第２スコープ５０が接続されている。第１および第２プロセ
ッサ４０、６０の双方は、切替装置２００に接続され、切替装置２００は、切替回路２１
０およびキーボード切替回路２２０を有する。
【００１４】
第１スコープ３０および第１プロセッサ４０による撮像方式としては、面順次方式が採用
される。詳述すると、第１プロセッサ４０内にはキセノンランプ等の白色光源４３が設け
られ、この白色光源４３と第１スコープ３０内のライトガイド３２の入射端との間には、
Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の回転カラーフィルタ４４が設けられる。白色光源４３か
らの白色光は、カラーフィルタ４４により３原色の照明光に順次変換され、体腔内の所定
の部位を照明する。
【００１５】
第１スコープ３０の先端には、撮像素子である第１ＣＣＤ３４が設けられており、第１Ｃ
ＣＤ３４では、被写体のＲ、Ｇ、Ｂ各色の反射光を受け、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色毎の１フレーム
分の画像信号が順次発生する。各色毎に発生した１フレーム分の画像信号は、第１ＣＣＤ
３４から順次読み出され、第１プロセッサ４０へ送られる。
【００１６】
第１プロセッサ４０には、第１スコープ３０から送られてくるＲＧＢ各色の画像信号を処
理する第１映像信号処理回路４１が設けられている。第１映像信号処理回路４１では、Ｒ
ＧＢ各色毎の画像信号に対し、ガンマ補正処理およびホワイトバランス補正処理などが施
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される。そして、様々な処理が施された後に映像信号が生成される。具体的には、ＲＧＢ
の映像信号に同期信号が付加されたＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ１）が生成されるととも
に、輝度信号および色差信号に複合同期信号が混合されたコンポジットビデオ信号（Ｖｉ
ｄｅｏ１）が生成される。ＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ１）およびコンポジットビデオ信
号（Ｖｉｄｅｏ１）は、それぞれ第１映像信号処理回路４１の第１映像出力端子ＩＰ１お
よび第１ビデオ出力端子ＶＰ１から出力される。
【００１７】
第１プロセッサ４０は、ＣＰＵ４２を有しており、白色光源４３や第１映像信号処理回路
４１の動作タイミング、第１ＣＣＤ３４におけるＲＧＢ映像信号の読出のタイミング、回
転カラーフィルタ４４の回転駆動等がＣＰＵ４２によって制御される。ＣＰＵ４２の第１
シリアルポートＳＰ１は、切替装置２００の切替回路２１０に接続される。また、ＣＰＵ
４２の第１キーボードポートＫＰ１は、切替え装置２００のキーボード切替回路２２０に
接続される。
【００１８】
第２スコープ５０および第２プロセッサ６０の構成は、撮像方式が異なること以外は、第
１スコープ３０および第１プロセッサ４０と同様であり、それぞれ符号に２０を加算して
示している。第２スコープ５０および第２プロセッサ６０では、撮像方式として同時単板
方式が適用されており、スコープ５０の先端にあるＣＣＤ５４の受光面上には、１チップ
のカラーフィルタ（図示せず）が設けられている。カラーフィルタは補色フィルタであり
、Ｙｅ（イエロー）、Ｃｙ（シアン）、Ｍｇ（マゼンダ）、Ｇ（グリーン）のフィルタ要
素がモザイク状に配置される。第２ＣＣＤ５４では、補色のカラーフィルタを通過する光
の色に応じた１フレーム分の画像信号が発生する。
【００１９】
第２映像信号処理回路６１では、第２ＣＣＤ５４から読み出される１フレーム分の画像信
号に基づいて、コンポジットビデオ信号（Ｖｉｄｅｏ２）およびＲＧＢビデオ信号（ＲＧ
ＢＳ２）が生成される。生成されたＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ２）およびコンポジット
ビデオ信号（Ｖｉｄｅｏ２）は、それぞれ第２映像信号処理回路４１の第２映像出力端子
ＩＰ２および第１ビデオ出力端子ＶＰ２から出力される。また、ＣＰＵ６２の第２シリア
ルポートＳＰ２は、切替装置２００の切替回路２１０に接続されるとともに、ＣＰＵ６２
の第２キーボードポートＫＰ２は、切替装置２００のキーボード切替回路２２０に接続さ
れる。
【００２０】
切替装置２００には、１台のモニタ１５０と、１つのキーボード１７０と、モニタ１８５
、キーボード１９０およびプリンタ１６０を有する画像ファイリング用コンピュータ１８
０とが接続される。切替装置２００は、第１および第２プロセッサ４０、６０のうち電源
がＯＮ状態になっているプロセッサを選択する。また、切替回路２００には信号切替スイ
ッチ２３０が設けられており、この信号切替スイッチ２３０を１回押すごとに、第１プロ
セッサ４０または第２プロセッサ６０が２者択一的に選択される。さらに、切替回路２０
０には、キーボード切替回路２２０に接続されたプロセッサタイプ設定スイッチ２４０が
設けられており、このプロセッサタイプ設定スイッチ２４０に対するオペレータの操作に
より、切替装置２００に接続された第１、第２プロセッサ４０、６０の種類が検出される
。
【００２１】
切替装置２００により第１プロセッサ４０が選択された場合、第１映像信号処理回路４１
から出力されたＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ１）は、切替装置２００の切替回路２１０を
介してモニタ１５０へ送られる。モニタ１５０では、ＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ１）に
基づいて、第１スコープ３０により撮像された被写体のカラー映像が表示される。
【００２２】
また、コンピュータ１８０は、切替回路２１０を介して、第１プロセッサ４０におけるＣ
ＰＵ４２の第１シリアルポートＳＰ１と第１映像信号処理回路４１の第１ビデオ出力端子
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ＶＰ２とに接続される。これにより、シリアルデータ（ＲＳ２３２Ｃ１）が送受信可能と
なるとともに、第１映像信号堀回路４１から出力されたコンポジットビデオ信号（Ｖｉｄ
ｅｏ１）がコンピュータ１８０へ送信される。コンピュータ１８０では、コンポジットビ
デオ信号（Ｖｉｄｅｏ１）に対して圧縮等の処理が施され、これにより一連の検査により
得られた画像が光磁気ディスク等のコンピュータ用の記録媒体にファイリングされる。
【００２３】
さらに、切替装置２００により第１プロセッサ４０が選択されると、キーボード１７０は
、キーボード切替回路２２０を介してＣＰＵ４２の第１キーボードポートＫＰ１と接続さ
れる。キーボード１７０では、第１プロセッサ４０への動作の指示や、ＩＤ、患者名、年
齢、検査日等の患者情報の入力操作が行われる。
【００２４】
一方、切替装置２００により第２プロセッサ６０が選択されたとき場合、ＲＧＢビデオ信
号（ＲＧＢＳ２）が、切替回路２１０を介してモニタ１５０へ送られる。これにより、第
２スコープ５０により撮像された画像がモニタ１５０に表示される。同様に、コンピュー
タ１８０は、切替回路２１０を介してＣＰＵ６２の第２シリアルポートＳＰ２および第２
映像信号処理回路６１の第２映像出力端子ＩＰ２と接続される。これにより、第２スコー
プ５０により得られた画像がコンピュータ１８０により光磁気ディスク等にファイリング
可能となる。また、キーボード１７０は、キーボード切替回路２２０を介してＣＰＵ６２
の第２キーボードポートＫＰ２と接続され、これにより、キーボード１７０による第２プ
ロセッサ６０への指示および患者情報の入力が可能となる。キーボード１７０にはインジ
ケータ３００が設けられており、後述するように、切替回路２００により選択されている
接続プロセッサをオペレータに報知する。
【００２５】
このように電子内視鏡システムにおいて、切替装置２００により第１および第２プロセッ
サ４０、６０を選択可能とし、１台のモニタ１５０、キーボード１７０、コンピュータ１
８０を両プロセッサ４０、６０で共用する。
【００２６】
図２は、切替装置２００におけるキーボード切替回路２２０を示すブロック図である。
【００２７】
キーボード切替回路２２０は、キーボード信号バッファ回路２２２、画像切替設定回路２
２４、キーボードインジケータ切替回路２２６を有している。キーボード１７０と接続さ
れるキーボード信号バッファ回路２２２は、キーボード１７０の出力信号を一旦保持した
後に、第１プロセッサ４０または第２プロセッサ６０へ出力する。
【００２８】
キーボードポートＫＰ１、ＫＰ２と接続された画像切替設定回路２２４は、キーボードポ
ートＫＰ１、ＫＰ２から出力される電源ラインの信号を検出する。すなわち、第１および
第２プロセッサ４０、６０のうち電源がＯＮ状態であるプロセッサを検出する。そして、
画像切替設定回路２２４では、電源がＯＮ状態であるプロセッサを選択するためのプロセ
ッサ切替信号ＳＳＷＳが出力される。出力されたプロセッサ切替信号ＳＳＷＳは、キーボ
ード信号バッファ回路２２２、キーボードインジケータ切替回路２２６および切替回路２
１０へ送られる。また、信号切替スイッチ２３０に対する操作によっても、プロセッサ切
替信号ＳＳＷＳが画像切替設定回路２２４から出力される。
【００２９】
キーボードインジケータ切替回路２２６では、プロセッサタイプ設定スイッチ２４０にお
ける操作によって生じるキーボード設定信号ＫＳＳと画像切替設定回路２２４から出力さ
れるプロセッサ切替信号ＳＳＷＳとに基づいて、キーボードインジケータ信号ＫＩＳが出
力される。キーボードインジケータ信号ＫＩＳがキーボード１７０へ送られると、後述す
るように、モニタ１８０などに切替装置２００によって選択されているプロセッサが、イ
ンジケータ３００によって示される。
【００３０】

10

20

30

40

50

(8) JP 3898875 B2 2007.3.28



図３は、切替装置２００のプロセッサタイプ設定スイッチ２４０を示す正面図である。
【００３１】
本実施形態において、面順次方式の第１プロセッサ４０と同時単板式の第２プロセッサ６
０には、それぞれ４種類のプロセッサが用意されており、それぞれ切替装置２００に接続
可能である。そして、プロセッサタイプ設定スイッチ２４０では、４個のスイッチＳＷ１
、ＳＷ２、ＳＷ３、ＳＷ４が設けられている。スイッチＳＷ１、ＳＷ２は、面順次方式で
ある第１プロセッサ４０および第１スコープ３０のためのプロセッサ登録を行うスイッチ
であり、スイッチＳＷ３、ＳＷ４は、同時単板式である第２プロセッサ６０および第２ス
コープ５０のためのプロセッサ登録を行うスイッチである。スイッチＳＷ１、ＳＷ２、Ｓ
Ｗ３、ＳＷ４の開閉状態とプロセッサの種類との対応関係を表１に示す。
【００３２】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３３】
表１に示すように、４種類ある面順次方式の第１プロセッサ４０と４種類ある同時単板式
の第２プロセッサ６０を、それぞれ「装置１」～「装置８」とする。本実施形態では、電
子内視鏡システムをセッティングする際、切替装置２００に接続される第１および第２プ
ロセッサ４０、６０の種類がプロセッサタイプ設定スイッチ２４０において設定される。
例えば、第１プロセッサとして「装置３」が切替装置２００に接続され、第２プロセッサ
として「装置７」が切替装置２００に接続される場合、スイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３
、ＳＷ４の開閉状態は、それぞれ順番に、「開」、「閉」、「開」、「閉」となる。なお
、先に示した図１では、「装置１」である第１プロセッサ４０が、「装置５」である第２
プロセッサが、それぞれ切替装置２００に接続されている。
【００３４】
通常、撮像方式の違いによってプロセッサの処理システムが異なっており、プロセッサを
操作するキーボードの入力操作も撮像方式によって異なる。例えば、面順次方式の第１プ
ロセッサ４０では、ファンクションキーのＦ１キーが操作されると画像輪郭処理が施され
るように入力操作が定められているが、同時単板式の第２プロセッサ６０では、Ｆ１キー
の操作によって画像の拡大処理が実行される。さらに、同じ撮像方式のプロセッサにおい
ても、種類が異なる場合にはキーボードの入力操作が異なる。ただし、プロセッサの種類
とは、製造時の違いによって分類される。そして、本実施形態では、切替装置２００に接
続されている第１および第２プロセッサ６０の種類を、プロセッサタイプ設定スイッチ２
４０に対する操作によって切替装置２００に登録する。
【００３５】
図４は、キーボードインジケータ切替回路２２６を示した図である。
【００３６】
画像切替設定回路２２４（図２参照）から送られてくるプロセッサ切替信号ＳＳＷＳおよ
びプロセッサタイプ設定スイッチ２４０の各スイッチＳＷ１～ＳＷ４から出力されるスイ
ッチ信号は、キーボードインジケータ切替回路２２６の入力ｉｎ０、ｉｎ１、ｉｎ２、ｉ
ｎ３、ｉｎ４にそれぞれ入力される。これら入力される信号に基づき、キーボードインジ
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ケータ切替回路２２６では、キーボードインジケータ信号ＫＩＳが内蔵されたキーボード
情報メモリ（図示せず）から出力される。
【００３７】
入力ｉｎ１～ｉｎ４は電圧Ｖｃｃに接続されており、スイッチＳＷ１～ＳＷ４は閉成時に
入力ｉｎ１～ｉｎ４を接地する。すなわち、スイッチＳＷ１～ＳＷ４は、閉成時にローレ
ベルの信号「０」を、開放時にハイレベルの信号「１」を入力ｉｎ１～ｉｎ４へ送る。ま
た、画像切替設定回路２２４から入力ｉｎ０へ送られるプロセッサ切替信号ＳＳＷＳは、
第１プロセッサ４０が選択されている場合、ハイレベルの信号「１」となり、第２プロセ
ッサ６０が選択されている場合、ローレベルの信号「０」となる。
【００３８】
例えば、「装置３」である第１プロセッサ４０と「装置７」である第２プロセッサ６０と
が切替装置２００に接続され、「装置３」の第１プロセッサ４０が切替装置２００によっ
て選択されている場合（第１プロセッサから出力される映像信号がモニタ１５０等へ送ら
れている場合）、入力ｉｎ０～ｉｎ４に入力される信号のレベルは、それぞれ順番に、「
１」、「１」、「０」、「１」、「０」である。
【００３９】
キーボードインジケータ切替回路２２６では、入力ｉｎ０に入力されるプロセッサ切替信
号ＳＳＷＳのレベルに従って、入力ｉｎ１、ｉｎ２、もしくはｉｎ３、ｉｎ４に入力され
る信号のレベルが判断される。そして、入力ｉｎ１、ｉｎ２、もしくはｉｎ３、ｉｎ４に
入力される信号のレベルに基づいて、キーボードインジケータ信号ＫＩＳがキーボード１
７０へ送られる。例えば、「装置１」である第１プロセッサ４０と「装置５」である第２
プロセッサ６０とが切替装置２００に接続され、「装置１」の第１プロセッサ４０が切替
装置２００によって選択されている場合、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳのレベルが「１」
であることから、スイッチＳＷ１、ＳＷ２から送られてくる信号のレベル（それぞれ「１
」、「０」）に基づいて「装置１」に応じたキーボードインジケータ信号ＫＩＳが出力さ
れる。このとき、入力ｉｎ３、ｉｎ４に入力される信号のレベルは無視される。
【００４０】
図５は、キーボード１７０に設けられたインジケータ３００の構成を示した図である。
【００４１】
インジケータ３００は、４種類ずつ用意される第１および第２プロセッサ４０、６０に対
応させるため、８個の発光ダイオードＬＥＤ１～ＬＥＤ８を備えたディスプレイ３１０を
有するとともに、各発光ダイオードを駆動するキーボードインジケータドライバ３２０を
有する。キーボードインジケータドライバ３２０には、キーボードインジケータ切替回路
２２６から出力されるキーボードインジケータ信号ＫＩＳが入力される。そして、表２に
示すように、キーボードインジケータドライバ３２０は、キーボードインジケータ信号Ｋ
ＩＳに基づいて、いずれか１個の発光ダイオードを発光させる。表２においては、８個の
発光ダイオードに対応させるため、キーボードインジケータ信号ＫＩＳをＥ１～Ｅ８と表
現している。
【００４２】
【表２】
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【００４３】
例えば、「装置１」の第１プロセッサ４０と「装置５」の第２プロセッサ６０が切替装置
２００に接続され、「装置１」の第１プロセッサ４０が切替装置２００によって選択され
ている場合、「Ｅ１」の信号がキーボードインジケータドライバ３２０へ送られる。
【００４４】
図６は、キーボード１７０の外観を示す平面図である。
【００４５】
キーボード１７０には、キーボード信号入出力のための信号ケーブル１７２と、キーボー
ドインジケータ信号ＫＩＳを入力するための信号ケーブル１７４が接続され、信号の送受
信が実行される。
【００４６】
インジケータ３００には、表１、表２に示した第１および第２プロセッサ４０、６０の種
類の表示に対応して、「装置１」、「装置２」、「装置３」、「装置４」、「装置５」、
「装置６」、「装置７」、「装置８」の表示が記されており、発光ダイオードＬＥＤ１～
ＬＥＤ８の配置は、これら「装置１」～「装置８」の文字表示に対応している。切替装置
２００によって選択されたプロセッサに種類の文字表示は、対応する発光ダイオードが点
灯することによって照らされる。
【００４７】
例えば、「装置１」の第１プロセッサ４０と「装置５」の第２プロセッサ６０が切替装置
に接続されている場合、「装置１」の第１プロセッサ４０が切替装置２００によって選択
されていれば「装置１」の文字がダイオードＬＥ１の点灯によって照らされ、一方、「装
置５」の第２プロセッサ４０が切替装置２００によって選択されていれば「装置５」の文
字がダイオードＬＥ５の点灯により照らされる。
【００４８】
図７は、切替回路２１０の詳細を示した図である。
【００４９】
切替回路２１０は、ＲＧＢビデオバッファ回路２１２、コンポジットビデオバッファ回路
２１４、シリアル信号バッファ回路２１６を備える。ＲＧＢビデオバッファ回路２１２に
は、ＲＧＢビデオ信号ＲＧＢＳ１、ＲＧＢＳ２が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳ
に基づいて、いずれか一方のＲＧＢビデオ信号を保持されるとともに出力される。コンポ
ジットビデオバッファ回路２１４には、コンポジットビデオ信号Ｖｉｄｅｏ１、Ｖｉｄｅ
ｏ２が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳに基づいて、いずれか一方のビデオ信号が
保持されるとともに出力される。シリアル信号バッファ回路２１８には、シリアルデータ
ＲＳ２３２Ｃ１、ＲＳ２３２Ｃ２が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳに基づいて、
いずれか一方のシリアルデータが保持されるとともに出力される。
【００５０】
このように第１の実施形態によれば、電子内視鏡システムに切替装置２００を設けれるこ
とにより、第１および第２プロセッサ４０、６０のうち一方のプロセッサがモニタ１５０
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、コンピュータ１８０が接続される。このような切替装置２００により、モニタ１５０や
キーボード１７０などの周辺装置を複数用意する必要がなく、電子内視鏡システムの構築
も簡素化されるとともに、検査の作業効率も上がる。
【００５１】
キーボード１７０には、第１および第２プロセッサ４０、６０それぞれの種類に応じた表
示が記されたインジケータが設けられており、切替装置２００に接続された第１および第
２プロセッサ４０、６０の種類がプロセッサタイプ設定スイッチ２４０によって登録され
ると、切替装置２００によって選択されるプロセッサに対応したプロセッサの種類の文字
がダイオードの発光により照らされる。これにより、オペレータは、今現在使用されてい
るプロセッサの種類を確認することができ、そのプロセッサに対して定められたキーボー
ド１７０の入力操作を行うことができる。すなわち、切替装置２００によって選択されて
いない他のプロセッサに対する入力操作をキーボード１７０上で誤って行うことがない。
【００５２】
撮像方式の異なる第１プロセッサ４０と第２プロセッサ６０を１つずつ切替装置２００に
接続する代わりに、面順次方式あるいは同時単板式の２つのプロセッサを切替装置２００
に接続させる構成にしてもよい。また、切替装置２００に接続可能なスコープおよびプロ
セッサの個数を、３つ以上に設定してもよい。
【００５３】
次に、図８、図９を用いて、第２の実施形態について説明する。
【００５４】
図８は、第２実施形態のインジケータ３００’を示し、図９は第２実施形態のキーボード
１７０を示す。第２の実施形態では、第１の実施形態と異なり、キーボード１７０におい
てダイオードによるインジケータ（発光表示器）の代わりに液晶デバイスを設ける。他の
構成に関しては、第１の実施形態と同じである。
【００５５】
インジケータ３００’は、液晶デバイス（液晶パネル）３３０’、ＬＣＤドライバ３４０
’、装置名メモリ３５０’を有しており、液晶デバイス３３０’において「装置１」～「
装置８」の文字（プロセッサ情報）が表示される。液晶デバイス３３０’はＬＣＤドライ
バ３４０’によって駆動され、ＬＣＤドライバ３４０’には装置名メモリ３５０’が接続
されている。ＬＣＤドライバ３４０’は、キーボードインジケータ信号ＫＩＳに基づいて
、装置名メモリ３５０’にアクセスし、表示すべき装置名を読み出し、液晶デバイス３３
０’に表示する。図９では、「装置１」がインジケータ３００’において表示されている
。
【００５６】
次に図１０、図１１を用いて、第３の実施形態について説明する。
【００５７】
図１０は、第３実施形態の切替回路２１０を示した図であり、図１１は、第３実施形態に
おけるモニタ１５０の画面を示した図である。第３の実施形態では、第１、第２の実施形
態と異なり、選択されたプロセッサの種類をモニタ１５０に表示する。他の構成に関して
は、第１の実施形態と同じである。
【００５８】
切替回路２１０’は、第１の実施形態と同じように、ＲＧＢビデオバッファ回路２１２’
、コンポジットビデオバッファ回路２１４’、シリアル信号バッファ回路２１６’を備え
る。ＲＧＢビデオバッファ回路２１２’には、ＲＧＢビデオ信号ＲＧＢＳ１、ＲＧＢＳ２
が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳに基づいて、いずれか一方のＲＧＢビデオ信号
が保持されるととも出力される。コンポジットビデオバッファ回路２１４’には、コンポ
ジットビデオ信号Ｖｉｄｅｏ１、Ｖｉｄｅｏ２が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳ
に基づいて、いずれか一方のコンポジットビデオ信号が保持されるとともに出力される。
シリアル信号バッファ回路２１６’には、シリアルデータＲＳ２３２Ｃ１、ＲＳ２３２Ｃ
２が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳに基づいて、いずれか一方のシリアルデータ
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が保持されるとともに出力される。
【００５９】
切替回路２１０’から出力されるＲＧＢビデオ信号ＲＧＢＳ１（もしくはＲＧＢＳ２）と
コンポジットビデオ信号Ｖｉｄｅｏ１（もしくはＶｉｄｅｏ２）は、スーパーインポーズ
回路４００に入力される。スーパーインポーズ回路４００は、ＲＧＢスーパーインポーズ
回路４１０、コンポジットスーパーインポーズ回路４２０を備える。スーパーインポーズ
回路４００には、キーボードインジケータ信号ＫＩＳが入力されるとともに、モニタ用装
置名メモリ４５０が接続されている。スーパーインポーズ回路４００は、キーボードイン
ジケータ信号ＫＩＳに基づいて、モニタ用装置名メモリ４５０にアクセスし、表示すべき
プロセッサの種類に応じたキャラクタ信号を読み出す。このとき、所定の位置に文字が表
示されるように、タイミングジェネレータ（図示せず）によってキャラクタ信号の出力タ
イミングが調整される。
【００６０】
図１１に示すように、モニタ１５０には、第１スコープ３０もしくは第２スコープ５０で
撮像された画像が静止画ＩＭＧ１、動画ＩＭＧ２として表示される。そして、画像ととも
に、プロセッサの種類を示す文字（プロセッサ情報）が領域ＡＰＮにおいて表示される。
【００６１】
なお、第１～第３実施形態では、キーボード１７０のインジケータ３００、３００’を利
用しておよびモニタ１５０を使用して選択されたプロセッサの種類をオペレータに知らせ
ているが、それ以外の構成（例えば、切替装置にダイオードのインジケータを設ける）に
よって、選択されたプロセッサの種類をオペレータに視覚的に知らせてもよい。また、本
実施形態ではインジケータ３００として発光ダイオードを適用しているが、ネオン管や白
熱ランプなど他の発光表示器を適用してもよい。
【００６２】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、スペースの効率および作業効率が上がるとともに、プロセ
ッサに接続される周辺機器に対して適切な操作を行うことが出きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る電子内視鏡装置の第１実施形態を示すブロック図である。
【図２】　同実施形態のキーボード切替回路を示すブロック図である。
【図３】　同実施形態のプロセッサタイプ設定スイッチを示すブロック図である。
【図４】　同実施形態のキーボードインジケータ切替回路を示す回路図である。
【図５】　同実施形態のインジケータを示すブロック図である。
【図６】　同実施形態のキーボードを示す平面図である。
【図７】　同実施形態の切替回路を示すブロック図である。
【図８】　第２実施形態のインジケータを示すブロック図である。
【図９】　第２実施形態のキーボードを示す平面図である。
【図１０】第３実施形態の切替回路を示すブロック図である。
【図１１】第３実施形態のモニタ画面を示す概念図である。
【符号の説明】
３０　　　第１スコープ
４０　　　第１プロセッサ
５０　　　第２スコープ
６０　　　第２プロセッサ
１５０　　モニタ（表示装置）
１７０　　キーボード（入力装置）
２００　　切替装置
２４０　　プロセッサタイプ設定スイッチ（機種登録スイッチ）
３００　　インジケータ（選択プロセッサ表示デバイス）
３００’　インジケータ（選択プロセッサ表示デバイス）
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ＳＳＷＳ　プロセッサ切替信号（選択信号）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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